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日差しの穏やかな初夏のような暖かい日があったかと思えば、急に気温が下

がって冬に逆戻りしたりと、変化の大きい季節の変わり目の陽気に戸惑いな
がらも、確実に春の訪れが近いことを実感する時季となりました。コロナやイ

ンフルエンザ等感染症の不安も続く中、自然災害によって困難な状況にある
方々、戦禍の恐怖と不安にある国々に思いを寄せ祈りつつ「ひとりの小さな手 

通信 第３６号」をお届けします。 
能登半島地震から２か月近くが経ちました。甚大な被害とその後も片付けや

復旧がなかなか進まない状況に心痛む思いをしていましたが、２月に入り、コ
カリナ奏者の黒坂黒太郎さんの奥様であるソプラノ歌手矢口周美さんからお

声がけをいただき、被災して避難生活をしている能登の中高生にトートバッ
グを送ろうという活動のお手伝いを始めることができました。東日本大震災

の際も黒坂さんから、ＤＶＤを作って、被災地にコカリナの演奏とメッセージ  
を届けようというお声がけをいただいたことが「ひとりの小さな手」の活動の

きっかけとなりました。先の見えないつらい状況にある方々のことを思うと、
何をしたらよいのだろうか、自分たちに何ができるのだろうかと無力感に苛

まれてしまうのですが、苦難の中にある方々が少しでも笑顔になっていただ
けるようなことを考え、私たちの「忘れない」を届けていきたいと思います。 

日々の私たちの生活の中に当たり前のように存在している全ての人、全ての
ものに改めて感謝し、自分の周りに小さな平和を作り出せる者として過ごし

ていきましょう。 
    

     「ひとりの小さな手」  

   ひとりの小さな手 何もできないけど  

   それでもみんなの手と手をあわせれば 何かできる何かできる 

          ひとりの小さな目 何も見えないけど  

   それでもみんなのひとみで見つめれば 何か見える何か見える 

     ひとりの小さな声 何も言えないけど  

   それでもみんなの声が集まれば 何か言える何か言える 

          ひとりで歩く道 遠くてつらいけど  

   それでもみんなのあしぶみひびかせば 楽しくなる楽しくなる 

     ひとりの人間は とても弱いけど  

   それでもみんなが集まれば 強くなれる強くなれる 



◇活動報告  ２ ０ ２ ３ 年 １ １ 月 ～   

 ○第２４回 チャリティーコンサート 

    ・２０２３年１１月２３日(祝・木)   

  「高田さんと有紀子さんとけろちゃん」   

          ピアノ   髙田ひろ子さん 

          ソプラノ  渡邊有紀子さん 
 

 
 
 昨年１１月、ジャズピアニストの高田ひろ子さんとソプラノの渡邊有紀子さん
をお迎えし、第２４回 チャリティーコンサートが開かれました。たくさんの子
どもたちも来場し、幼稚園の人気者ケロちゃんと一緒に楽しいコンサートとなり
ました。コンサートの最後には、お二人の演奏に合わせ、皆で「ありがとうの花」
を歌い、歌の歌詞と子どもたちの歌声に礼拝堂がほっこり温かい空気に包まれま
した。高田さんの温かく優しいピアノの音色、渡邊さんの明るく伸びやかな歌声
に心豊かなひと時をいただき、多くの方々と共に、東日本大震災をはじめさまざ
まな自然災害で被災された方々、戦禍の中にあるウクライナの人々に思いを寄せ、
祈ることができましたことに心より感謝申し上げます。 
手作り手芸品、手作りケーキのバザーにもご協力いただき、ありがとうございま
した。 
    
     チケット代金                 ６６，５００円 
   手作り品バザー                ８７，１００円 
   ケーキバザー                 ３５，０００円 

   募 金                     ７，７００円 

   献 金                     ４，０００円  

 
   募 金                    ４８，２８５円 
                           (１月１９日現在)  
 ○被災地との交流、支援  
 ・２０２３年１２月  
   ポーランド在住の坂本龍太朗さんを通してウクライナの子どもたちへ 
                          ２００，０００円 
 ・２０２３年１２月  
   第６３回生すみれ組卒園生保護者 ウクライナ出身の清水ターニャさんを 

通して  
          寒さ対策のためカイロを買う資金として       
                           ５０，０００円  

ありがとう！ 



◇ポーランド在住の坂本龍太朗さんよりメッセージをいただきました。 
坂本さんが、支援のお礼のメッセージを送ってくださいました。 
私たちにできることは小さいですが、長引く戦禍の中にいる人々のことを忘れる
ことなく、私たちにできることを考え、祈り続けていきたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○「奇跡の一本松」の布を使ったトートバッグ作り 

 被災地やウクライナの支援を続けていらっしゃるコカリナ奏者の黒坂黒太郎 

 さんと奥さまのソプラノ歌手矢口周美さんより、東日本大震災の際に陸前高田 

市で 生き残った「奇跡の一本松」から作った布を送っていただきました。 

 能登半島地震で家庭から離れて避難している中高生にトートバッグを作って 

送ろうという活動を始めています。野毛山幼稚園の保護者有志や教会の方々で

トートバッグ作りをしています。  



 
発 行 ２０２４年２月２２日 

      ひとりの小さな手プロジェクト 
事務局 〒２２０００３２ 横浜市西区老松町３０地 

      野毛山キリストの教会・子どもの教会 野毛山幼稚園  
      根岸ひろみ  浅井知美  奈良亜樹子 

◇今後の予定 

 

   第 25回 チャリティコンサート 
    

日時   ２０２４年３月２０日(祝・水)   

        １５:００ 開場  １５：３０ 開演 

   出演   バイオリン 中西 俊博さん 

        ピアノ   瀬田 創太さん 

   

「ひとりの小さな手」 第１回 チャリティーコンサートに出演してくださった 

中西俊博さんをお迎えします。震災から１３年の東日本大震災の被災地、能登半

島地震の被災地、戦禍にあるウクライナ、困難な状況にある方々に心を寄せて祈

りつつ、多くの方々と共に豊かな時を過ごしたいと願っています。 

どうぞご予定いただきますようお願いいたします。 

   

 主な曲目 ♪ 星に願いを 

       ♪ ニューシネマパラダイス 

       ♪ ＮＨＫ 大河ドラマ 

          「光る君へ」劇中歌  他  

 

 次回チャリティーコンサート １１月２３日(祝)の予定です！ 

 
 


